
１２月１２日（火）特定非営利活動法人「ほかぜ」、児童発

達支援・放課後等デイサービス「くるみ」より講師を迎え、

昼間部生徒を対象に進路ガイダンスを行いました。講師の方からは、障害のある方への支援の在り方やデイサ

ービスが行っている支援や仕事の具体について、お話しいただきました。これから進路を決めていく生徒にと

っても、進路が既に決定している生徒にとっても、社会的支援の在り方や自分の将来について考えるためのよ

い機会になりました。

１２月２３日（金）に冬季休業前アセンブリーを行いま

した。今年度の冬季休業は曜日の関係で、例年より少し

だけ長く、年明けの始業は1月９日（火）になります。坂本校長は訓話で「自分をよりよく生きさせることが

できるのは自分だけであり、同時に自分を一歩離れて見る冷静さも必要。成長する自分に期待して、必要なら

修正する意識を持つこと。冬休みが明けると、勉強や学校生活のまとめの時期になる。これまでとこれからを

考えるよい機会としてください。」と話しました。休業中は令和５（2023）年の自分自身を振り返り、しっ

かりと体を休めた後、新年の目標を立ててください。

12月21日（木）昼

間部の生徒会が中心と

なって、昼間部球技大会が開催され、バレーボール（ソフトバレー）大会

が行われました。１年生は各クラス２チーム、２年生は3・4組合わせて３

チーム、３年生は２チーム、４年生は１チームの学年別チーム編成で試合

を行いました。当日の体育館はとても冷え込んでいましたが、白熱した試

合が展開されました。優勝チームと職員チームとの対戦も行われ、大いに

盛りあがりました。

12月21日（木）

夜間部の生徒会が中

心となって、予餞会が開催されました。第1部は「謎

・ １日（日）元日 解きゲーム」（視聴覚室）、第2部は「バドミントン大

・ ８日（月）成人の日 会」（体育館）の２部構成で行いました。第１部では、

・ ９日（火）始業アセンブリ 生徒会長・柴田巧くんの挨拶の後、「謎解きゲーム」

・１０日（水）個人面談 ※1２日(金)まで が行われ、生徒たちは謎を解くのに悪戦苦闘しながら

・１３日（土）１４日（日）大学入学共通テスト もチームワークを発揮しゲームを楽しんでいました。

・１５日（月）卒業考査時間割発表 第2部「バドミントン大会」の試合は大いに盛り上が

・１６日（火）生徒指導ＤＶＤ（昼間部） り、激しい攻防が繰り広げられました。全試合終了後

・１８日（木）ようこそ先輩（夜間部） 行われたエキシビション・マッチも接戦となり、選手

・１９日（金）３年次キャリナビ（昼間部） と応援生徒が一体となった試合となりました。生徒は

・２２日（月）卒業考査 ※24日(水)まで 皆、生き生きととても楽しい時間を過ごしていました。
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